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 １６日（月）に、楢原小学校の放課後子供教室「ならはらっ子クラブ」で行われた木工体験の様子を取材しま

した。この体験活動は、下郷町の家庭教育応援企業「マルヨ建匠」さんの御協力によって実現しました。 

   
「マルヨ建匠」さん提供の木材の中から気に入った１匹を選んで・・・色付けしてレイアウトを考えました 

 

   
「こっち向きの方がいいかな？」  「ここに穴をあけてください！」    夢中で制作に励む子供たち 
 

   
子供教室の先生方や「マルヨ建匠」の渡部さんに相談しながら制作し、２４匹のかわいいウサギが誕生しました 

   
マルヨ建匠の渡部一さんは、様々なかたちで地元の楢原小学校への協力を続けて 

きましたが、コロナ禍等で体験機会や地域のよさに触れる機会が減っている「子供 

たちのために何かできることはないか」という思いで、今回の活動を計画されまし 

た。卵型に成形された“端材”を使って、域内産のヒノキのぬくもりや香りを感じ 

ながら楽しむウサギづくりは、子供たちが地域のよさを五感で味わう貴重な機会に 

なりました。「学校や家庭だけでなく、やっぱり地域の子供は地域で育てることが 

大切ですよね。」作業を見守りながら話してくださった渡部さんの心の中は、「次 

は何をしてあげられるかな？」でいっぱいです。 



 

ＦＡＸ送信票 
 

家庭教育応援企業の皆様へ 

 

 家庭教育事業についてのアンケート  
 

日頃より、域内家庭教育の充実に向けてご支援ご協力いただきありがとうございます。 

 

今年度開催した「家庭教育支援者南会津地区研修会」では、南会津町の家庭教育応援企業「マストロ・ジェッ

ペット」さんと南会津農林事務所の御協力を得て、地元産の木材を使った「カメラづくり」と「モルック」とい

うスポーツを親子で楽しみました。 

 コロナ禍で「ステイホーム」が求められたことで、メディアや書籍で「家庭の教育力」や「体験活動の大切さ」

が話題になることが多くなりました。南会津教育事務所では、家庭教育に関する研修会を開催したり、域内の家

庭教育応援企業の実践等を関係機関に紹介したりすることによって、引き続き家庭教育の充実に努めていきたい

と考えております。 

応援企業さんの中で、今回のような「体験活動機会の提供」等、家庭教育に関わる実践事例がございましたら

ぜひ教えてください。また、「こんな活動を提供できるよ！」というアイディア等がございましたら、下欄に必

要事項をご記入いただき、ぜひＦＡＸやメール等で御連絡ください。域内の保育所・幼稚園・学校に紹介するな

どして、子供たちの体験機会の充実につなげていきたいと思います。 

 御協力をよろしくお願いいたします。 

 

事業所名（        ） 
 

今後実践できそうなものに〇をお願いします。また（ ）の中に実施可能な内容をご記入ください。 

職場体験 
製作体験 

（      ） 
スポーツ体験 

（      ） 
実技講座 

（      ） 

職場見学 自然体験 
（      ） 

調理体験 
（      ） 

出前講座 
（      ） 

昔の遊び 
（      ） 

その他 
（                         ） 

 
 

    【問い合わせ】 

 

福島県教育庁南会津教育事務所 総務社会教育課  担当 三瓶  克 

 

 FAX：0241-62-5254 メール：sanbe_masaru_pref.fukushima.lg.jp  


